平成○○年（ハ）第○○○○号　貸金請求事件

原告（相手方）　　　　○　○　○　○　

被告（申立人）　　　　○　○　○　○　

移 送 申 立 書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成○○年○○月○○日

東京簡易裁判所　御中

　　　　　　　　　　　　　　申立人（被告）　　○　○　○　○　印　

第１　申立ての趣旨

　　本件を東京地方裁判所へ移送する

　との裁判を求める。

第２　申立ての理由

　申立人は、先に、申立人を原告、相手方を被告として、債務不存在確認の訴えを提起し、現に平成○○年（ワ）第○○○○号として東京地方裁判所民事第○○部において審理中である。

　本件は、前記事件と主たる証拠が共通であり、前記両事件を併合して審理するのが訴訟経済に適するものと考えられる。

　そこで、申立人は近く本件について、東京地方裁判所民事○○部に併合審理の上申書を提出する予定であるが、その前提として、申立ての趣旨記載の裁判を求める。

